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      むかしあそび～またやりたいなあ。 

いろんなあそびができてうれしかったです。またあそびたいです。ぜんぶのあそびをまわれてたのしかったで

す。あやとりで、スカイツリーのれんしゅうをしました。けん玉は、一かいじぶんの手にのっかっちゃいました。    

 

あやとりとだるまおとしとお手玉がたのしかった。お手玉とだるまおとしができるようになった。お手玉は 

さいしょ、一つでできたので、二つにちょうせんしたらできた。だるまおとしは五だんかさなっていて、一つだ

けできた。やっぱりれんしゅうはひつようだとおもった。             

 

  長なわ集会をおえて

 ぼくは、一年生のとき長なわはできませんでした。今年れんぞくとびができるようになりました。長なわを

とぶじゅんばんで、前の人がかわってもとべるようになりました。二年生になったら、なわを回すスピードがち

ょっとはやくなったけど、そのスピードでもへいきでとべるようになりました。    

                                      

わたしは、はじめれんぞくとびが、こわくてとべませんでした。でも、心の中でこう思って、やってみようと

けっしんしました。「自分もできるかもしれない。」と。思い切ってとんだらできました。これからも、れんぞく

とびをつづけていこうと思いました。                       

                                       

ぼくは、長なわ集会の前はとぶことができていました。だけど、ほねをおってしまいました。冬休みが終わっ

て、やってみるとできなくなっていました。そのとき、とてもショックでした。それから、みんなとすごくれん

しゅうをしました。学校でも家でもれんしゅうしました。だんだんできるようになりました。集会ではひっかか

ったけど、前よりはじょうずにできました。                  

 

         七輪体験を終えて 

 七りんは、下の方にあるあなのようなところに風をあてると火がつくことが分かりました。おもちをやいて、

わりばしでさわったら、やわらかくなっていて楽しかったです。おもちをひっくり返すこともできたので、また

やりたいです。                                   

 

 わたしが気づいたことは、七りんはやくことだけではなく、体をあたためることができることです、今はやく

ことはできても同じ道具であたためられないのですごいと思いました。          

  

 ぼくははじめて七りんをしました。ぼくは、七りんは、食べ物をやくだけだと思っていましたが、体を温める

こともできることを知りました。七りんは温かったし、七りんでやいたおもちはおいしかったです・ 

 

がんばっていること 

今、とび箱のかかえこみとびをがんばっています。何度とんでもうまくいかず、こわくて手前で転んでしまい

ます。みんなとべるのに、とべないのはいやで、体育の時間にずっと練習するようになりました。すると応援し

てくれる人がいて、いっしょにやってくれました。私は、勇気を出してとんだらとべました。まだとべるように

なったばかりだけど、どんどん練習して完璧にとべるようにしたいです。          

                                    

ぼくが今一番がんばっているのは漢字です。５年生になる前にたくさん練習して字をきれいにしたいです。そ

こで、ぼくは練習のしかたを二つ変えました。一つ目は、とにかく練習の量を増やすことです。たくさん練習す

ればしっかり覚えられると思ったからです。二つ目は、字を一つ一つ丁寧に書くことです。たくさん練習しても

間違えて覚えたら意味がないからです。５年生になっても難しい漢字をしっかり覚えたいです。 

                                         

長縄集会 

友だちとの協力でよかったこと 
 ぼくが、長縄集会本番にむけて頑張ったことは、友だちと協力しながら楽しく跳ぶことでした。それを意識し

ながら練習してきました。本番では、クラスの最高記録が出ました。全校のランキングの中にも、学年一位にも

なれなかったけれど、最高記録が出たということで友だちと喜び合うことができ、長縄に挑戦してよかったと感

じることができました。これまでは、近くの友だちと小さな声で声をかけていたけれど、大きな声でみんなに声

をかけ合って、協力できるように来年は頑張りたいです。               

 

みんなで出した新記録 

 私が、長縄集会本番に向けて頑張ってきたことは、跳ぶ人が跳びやすいように回すことです。最初は縄を回す

スピードが速くなったり、遅くなったりしていました。けれど、本番では一定の速さで回すことができました。

みんなが連続で跳べて、クラスの新記録の２１１回を出すことができてよかったです。今年は学年２位だったけ

れど、来年は全校で１位を目指して練習に取り組みたいです。             

 

長縄集会 

「スタート！！」みんなが跳び始めた。今日、何回跳べるかわからない緊張感。３分間が始まった。わたしは

連続跳びがこわかったけど、自分に「だいじょうぶ…」と言い聞かせて、跳べるようになった。がんばって跳ん

だ３分間。最高記録が出ず、悔しかった。                      

 

「ハイ、ハイ、…」と声をかけ合うことで記録がのびたので、かけ声は大切だと思った。思うように記録がの

びなかったけど、声をかけ合うことができた。最後の長縄で仲を深められて思い出になった。 

 

                                                     

「悔しい…。」前日、今までで一番の記録を出してとても嬉しかった。でも本番で越せなかった。とても悔し

かった。本番が終わった後、もう１回やり直しても記録を出せなかった。私が経験した中で一番悔しかった。こ

のままで終わらせたくない。みんなの力を合わせて記録に挑戦したい。            

                                

おとうふ作り

おとうふ作りのたいけんをしました。「おかわりしたいくらい おいしい。」とおじさんに言ったら、よろこん

でいました。ぼくも うれしかったです。 
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